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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修へようこそ。これから、研修の概要を簡単に説明します。研修のねらい、研修の流れ、研修までにやっていただきたいことなどを紹介します。事前学習、事後学習などには、主に、現在お使いの学習管理システムを使います。学習管理システムの使い方が分からない場合は、別紙を参照してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本研修を受講すると、以下の３点をできるようになることを目指しています。
1 学習効果を上げるための動画教材を設計、開発できる
2 開発した動画教材を授業で有効的な活用法を説明できる
3 動画教材を活用した授業を改善につなげるための評価を計画できる

実際に何度が動画教材を作成します。動画教材製作のポイントと方法を演習します。また、授業改善につなげるために、動画教材を活用した授業の評価を計画します。


BEORN

THE1 SeiFE

® ERETOES
)

@ RERUEFREDH
LiR—b

OF £ SEUVE )
ERERE

@ WERFRIAEOD
w5 (BRKBUES AT
LFDHFR[BERR
B YA UiR1€ES1—
WVEE)

FHE1(3EFE,
A>H4hk, 11/10)
RERMEYR—-Y0E

FAZNYS A%
==

HMEl1 BEFE/
HME2ERIFEE

O LV
Lik—b

Q@ RHEWEYIR— PR
hEfhE1

Q BRESSNAEDH

EREO7YIT—bH

@ WERZEBEOR

5 (BERBURSATLAFE
AHURFEENBTY

1 RLET1-NEE)

*/RRCDIZ1I=r—
3>

SUEEER

FHE2 (38503,
A>54>, 12/11)

IR MEY K-S
DRKBEEE(1)

SEZ - TAANYI A%
RS

HME2 BRFEE/
HE3 SBRIFEE

OW L/ DEVIE Y,
HBLKR-b

@ BEWREYR-bM
RS2

Q BEISNAED
WMEREDOERZTYVY
P2l

@ MEREFIFEO®K
i (BBRBURSATLAF
DS SENBTY
1UR1EI1-INEE)
*/RRCOIZT1I=r—
3>

HHE 3 (3854,
A>34>, 1/15)

IR UMEYIR—-SEE
DRIBLEET(2)

GEB-TAANYIA %
eI\t

ME3ERFE
BRIRTOIZ1=—
>3y

@ 7U23a>r3>
@BAaCFHEm>— b

*{RIRCTOIZ1=
-3y



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
反転授業を受けて、事前教材を多く提供しています。動画教材でまるほんありますには、必須とオプションがあります。まずは、必須の動画教材を研修までに視聴してきてください。研修は、2日間、6時間です。演習とディスカッションを中心に進めます。研修を終えると、サーティフィケーションを付与します。本研修の目的が、実際に授業で動画を活用していただくことですので、最終課題を用意しています。こちらの最終課題をご提出いただくと、さらに上級のサーティフィケーションを受けることができます。是非、今回の研修で学んだことを、実際の授業でも試していただき、上級サーティフィケーションを目指していただければと思います。研修後から最終課題までの間に困ったことがあれば、支援いたしますので、ご連絡ください。連絡先は本教材の最後で紹介します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本研修を受講すると、以下の３点をできるようになることを目指しています。
1 学習効果を上げるための動画教材を設計、開発できる
2 開発した動画教材を授業で有効的な活用法を説明できる
3 動画教材を活用した授業を改善につなげるための評価を計画できる

実際に何度が動画教材を作成します。動画教材製作のポイントと方法を演習します。また、授業改善につなげるために、動画教材を活用した授業の評価を計画します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
13:32-13:45
各自、簡単に自己紹介をしてください。その際に、本研修に期待すること、本研修で取り上げる授業、これまでに動画教材を活用したことがあるかなどを盛り込んでください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
13:32-13:45
各自、簡単に自己紹介をしてください。その際に、本研修に期待すること、本研修で取り上げる授業、これまでに動画教材を活用したことがあるかなどを盛り込んでください。
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プレゼンテーションのノート
13:32-13:45
各自、簡単に自己紹介をしてください。その際に、本研修に期待すること、本研修で取り上げる授業、これまでに動画教材を活用したことがあるかなどを盛り込んでください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
13:32-13:45
各自、簡単に自己紹介をしてください。その際に、本研修に期待すること、本研修で取り上げる授業、これまでに動画教材を活用したことがあるかなどを盛り込んでください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
13:32-13:45
各自、簡単に自己紹介をしてください。その際に、本研修に期待すること、本研修で取り上げる授業、これまでに動画教材を活用したことがあるかなどを盛り込んでください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
反転授業を受けて、事前教材を多く提供しています。動画教材でまるほんありますには、必須とオプションがあります。まずは、必須の動画教材を研修までに視聴してきてください。研修は、2日間、6時間です。演習とディスカッションを中心に進めます。研修を終えると、サーティフィケーションを付与します。本研修の目的が、実際に授業で動画を活用していただくことですので、最終課題を用意しています。こちらの最終課題をご提出いただくと、さらに上級のサーティフィケーションを受けることができます。是非、今回の研修で学んだことを、実際の授業でも試していただき、上級サーティフィケーションを目指していただければと思います。研修後から最終課題までの間に困ったことがあれば、支援いたしますので、ご連絡ください。連絡先は本教材の最後で紹介します。
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本研修を受講すると、以下の３点をできるようになることを目指しています。
1 学習効果を上げるための動画教材を設計、開発できる
2 開発した動画教材を授業で有効的な活用法を説明できる
3 動画教材を活用した授業を改善につなげるための評価を計画できる
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
13:32-13:45
各自、簡単に自己紹介をしてください。その際に、本研修に期待すること、本研修で取り上げる授業、これまでに動画教材を活用したことがあるかなどを盛り込んでください。
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